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Abstract

　 Although　Chinese　and 　 Japanese ¢ 010r　names 　share 　deep　connections ，　today 　each 　has　followed　a

unique 　cQurse 　of　development ．1n　research 　of　Japanese 　color 　names
，
　not 　only 　can 　the　developmenta ］

relations 　between 　verious 　co ［or　name 　set 　be　seen ，　but　the　range 　of　namechoice 　orcolors 　represent −

ed 　are 　also　quite　close ，　 ln　contrast ，　in　verious 　coior 　name 　set　on 　 Chinese　color 　names ，　even 　where

devebpmental 　relations 　can 　be　discerned，　considerable 　variation 　in　range 　of　name 　choice 　or 　colors

represented 　exists，　This　easay 　hopes 　tQ　explore 　through　statistica 【analysis 　the　 reasons 　for　such

discrepancies，　in　the　eassy ，　a　comparison 　of　the　majOrity 　of　Chinese　and 　Japanese　color 　names 　and

their　colors 　 represented 　 shal 【be　undertaken 　 and 　 devebpm θntal　 history　 Qf　variQus 　 co ［or　 names

traced　in　ordertQ 　probe 　and 　discover　the　dis†inguishing　chracterisiics　of　Chinese　andJapanese 　color

names ．

要　旨

　中国語と日本語 との色名は深い関係を持 っ ているが，現状はかな り違う方向へ 発展 している 。 要するに ， 日本語

の各色名セ ッ トの 問には，伝承関係 （前人の著作をで きるだけ参照する こ と）が確認 出来るとともに，色名 の 選択

範囲や ， 色名の 代表色 （色名が指示する色〉が互 にかな り近 い の に対 して ， 中国語の 各色名セ ッ トの 間には，伝承

関係 がある に し て も，色名 の 選択範囲や，色名の 代表色 が互 に，かな り ずれ て い る 。 本論 は な る べ く多くの 色名 と

その代表色を，数値によっ て 比較して，そ して色名発展の経緯に たどりつ い て，それぞれの特質を掴んでから ， 申

国語 と日本語との色名の上述の違いの原因を解明しよ うと した 。

［ 二二 ニ ー コ ・・ 一 ＿ 、 c ．
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　1．緒言

　中国語と日本語との 色名はともに漢字を使うか ， わ

れわれはそれ らの 色名 に t5 ・れ る 時に，相互 に違 い を感

じる 。 例えば日本語の色名で は，同じ色名ならば，ど

こ の 文献を見て も，ある程度，近い代表色を晃る こ と

が出来るが， 中国語の色名になると ， その代表色が何

時の文献か によ っ て，かな り違 っ て くる，どれが正し

い の か見当が付き に く い 。 こ れは中国の 地域が広 く，

歴史が古いためと考えられる 。 しか し同じ現代人でも，

同 じ地域で 選定した中国語の各色名セ ッ トの間 にも，

この現象か ら免れ られて いな い から ， どの
一

つ の色名

セ ッ トを取り上げて も ， 相変わらず中国語の 色名世界

を代表する こ とは難しい 。 そ の 原因がど こ にある の か

が，こ の研究の契機である 。

　2．比較研究の応法

　今回の研究方法として，まず各重要な色名セ ッ トの

間 に あ る 重複する 色名を統計して，中国語と日本語と

の色名の選択状態を比較してみた 。 色名セ ッ トの問に

ある色名が互に重複する状態で ， その色名の 使用頻度

を決める こ とにつ い て ， か つ て アメリカの色名学者の

メル ツ とポールとが行な っ て い る 。 彼らは重要な色名

の 使用頻度 を決め る ため に，ア メ リカ とイギ リス の 大

手ペ ン キ企業が発行 した色名付ぎの色カー
ドを比較し

て ， そ の 色名の重複する比率をパーセ ン テ
ージ で 表示

して ， 1吏用頻度 （the　frequ曲nce 　of 　u ＄ e ）D とし

た 。

　筆者の研究も，色名の 重複する状態を調べ たもの で

あるが ， 最高の使用頻度 （IOO％）の色名 しか扱っ て

い な い。即ち色名セ ッ トの 間にある使用頻度が100％

の 色名 （各色名セ ッ トす べ て こ の色名を便うこと）の

多少によ っ て ， 中国語と日本語との 色名の 選択状態に

おける安定性を考察した 。 安定性の 高 い色名世界は，

色名の選択範囲が比較的固定して い るが，安定性の低

い もの は，そ の 選択範囲が比較的分散して い ると思わ

れる 。 そ して，色名の代表色をも比較して，同じ色名

も
，

色名 セ ッ トに よ っ て
， 色名 の代表色 は 互 い にかな

り近 い か ， ある い はかな り違うかの両方が見 られる 。

こ れは ， 色名の代表色の安定性 に つ い て の考察 で も あ

るが，かつ てマ ン セ ル色彩財団は，「マ ン セ ル 色票集

の各色票の複製が ， 市販 に耐えるか どうかを決定する

の には」
e）
と，色の許容差を D ．Niokerson の退色指

数公式 ：

　1 ≡ （c15）（24 〃）十 6AV 十 34c で 決め て い る 。 こ の

1の値は本来が色の褪せて生 じる色差 （色ずれ）を示

すの に用 いられるが ， 特長 として 色ずれの程度を算出

するの に簡便 で ある 。 つ ま り各色票をその基準値と比

べ た場合 ， そ の許容差を 1 の 値で 3．7 （3NBS に当

る）まで として い る 。 勿論，筆者が問題として い る色

名の代表色に関する 1 の値は これよりずっ と大き い 。

筆者の研究に D ．Mokerson の退色指数公式を使用

する こ とに缺点がな い で もな い が，福田保教授が言 っ

たよう に，「各色差表示方式はそれぞれ
一

長
一

短があ

り」
3）
，色名の代表色の場合に は，何れもマ ン セ ル記

号 で 表示される場合が多 い か ら，簡便なるがゆえに当

論文 で は 「色 の ずれ」の 程腰を この 退色指数 で 算出す

る こ とにした 。 色ずれ の 程度を退色指数 で 表示する例

は，筆者の 既報
4｝
で も活用 した 。

　勿論，重複しない色名と色名の代表色の色すれは，

本来 ，

一
つ の文化的な問題 である 。 異なる文字や時代

や地域によ っ て ， さまざまなばらつ きが当然存在して

い る 。 しか し，同 じ漢字を使う同 じ現代人が，同 じ地

域に （例えば同 じ中国の北部に）編集した色名セ ッ ト

同士は，やはりかなりのばらつ きが存在するならば，

その原因は探求す べ きで あろう 。 それは色名の標準化

の 問題にと っ て ， 重要なポイ ン トで あろう 。

　3．中国語の色名セ ッ ト同士の比較

　筆者が今まで研究に取上げた中国語の色名セ ッ トは，

主 に下の io種類が数えられる 。

※ 1959年， 周太玄等編集 ， 「色譜」（「中国色名綜覧」），

　　　　625個の 色名を 1，63i色 の新しく設計したカ ラ

　　　　ー ・システム ・チ ャ
ートに位置づけ したもの，

　　　　色票がなし 。

　1984年 ， 台湾塗料ペ ンキ同業組合発行 ， Fペ ンキ色

　　　　票」， 66個の色名 と 色見本 ， マ ン セ ル 数値が

　　　　付 い て い る 。

　19B4年 ， 台湾塗料ペ ン キ同業組合発行 ， 1水性塗料

　　　　色票」， 36個 の 色名と色見本。

※ 19B5年， 筆者著，「色名の 初歩調査 と研究」，178個

　　　　の 慣用 色名，174個の 系統 色名，日 本語，英

　　　　語，フ ラ ン ス語の色名とその マ ン セル 数値の

　　　　比較資料が付い て い る 。 19B8年の続編 「色名

　　　　と測色」に は，178個の 慣用色名の エ ア ー ・

　　　　ブラシによるアク リ顔料の色見本が付い て い

　　　　る。

※ 1986年 ， 王定理編集 ， 「中国の伝 統色」，320個 の色

　　　　名と印刷 した色票集，色名こ とに，要約な説

二 二：二三＝二二二二二＝二二］ 51 ［：＝ ：＝ ＝＝二＝ 二＝＝ 二 二＝ コ
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　　　　明が 付 い て い る ， そ の マ ン セ ル 数値 は ，

　　　　Minolta 　 OM −2002色彩 計に よ っ て 測定 さ

　　　　れて い る 。

※ 田86年 全国織物流行色 セ ンタ
ー

編集 ， 「常用色名

　　　　稱」，2？8個の色名と印刷した色見本，日本語

　　　　と英語の色名が使い て い る 。

※ 1989年 ， 李慎泰編集， 「色 彩辞典」， 351個の色 名 と

　　　　印刷 した色見本，二 大冊に分け て，
一

冊は色

　　　　見本，
一

冊は色名解説である 。 マ ン セル，オ

　　　　ス トワ ル トなどの数値が付い て い る 。 日本語

　　　　と英語の色名が付いている。 フ ラ ン ス 語 ， ド

　　　　イ ツ語 ， ロ シヤ語の 色名もたまに付い て い る 。

　 1991年，呉凵」編集，「中国工 芸美術辞典」，187個の

　　　　色名 ， 色見本な し ， 色 名こ とに説 明 ， も しく

　　　　は色舎わせ の 方法が書 い て あるが，実際 の 図

　　　　版が付い て いない 。

　1991年，中国流行色協会編集 ， 「実用定名色 k 続 1」，

　　　　440個 の 色名と印刷 した色 票集 ， そ の マ ン セ

　　　　ル数値は台湾で Minolta　 OM −EOO2色彩計

　　　　に よ っ て 測定されて い る 。

　1B93年，中国流行色協会編集完了 ， 「中国顔色定名」，

　　　　38B個の 色名とポス ターカ ラ
ー

の 色見本 ， そ

　　　　の マ ン セ ル 数値 は 台湾で Minolta　 OM −

　　　　20D2色彩計に よ っ て i則定されて い る 。

　こ の中には ， 「中国色名綜覧」と 「中国の伝統色」

とが あ っ て，か つ て 日本で 出版 されたも の で ある 。

「中国色名綜覧」の原典に当たる 「色譜」は中国科学

院編訳委員会 による編集で あ り ， 目的は 「生物学 ， 鉱

物学 ， 染料，絵画の 各領域における使用と研究の便利

のため」と指摘されて い る 。 原本は，独自のカラ
ー ・

システム ・チ ャ
ートを使うが，日本で 出版 したものに

は見 うけられなか っ た 。 このチ ャ
ー

トは編集者の設計

に基づ い て，刷り重ねて印刷 したもの で ある 。 編集す

る時に，まずカ ラ ー
チ ャ

ートを完成してから，色名の

代表色を選択して 色名を位置づ けたの で ， 編集者の意

図邇 りに色再現する こ とは，問題がな い で あ ろ う 。

「色譜」はメル ツ とポ
ー

ル の 「色彩辞興」を参考に し

た 35ペ ージ， 8色相の印刷に よるチ ャ
ートである 。 っ

まり図 ｝に示 したよう に，各ペ ージの色相は，右上の

純色 （迎春黄の色名をこ こ に位置づける）に よ っ て決

定される 。 印刷する時に，垂直行 はまず右か ら左へ ，

純色か ら次第 に薄 くな る ，
つ ま り 7

’
行 目は最も濃 い

が ， 1
〆
行 目は最も薄 い 。 乳 白は こ く薄 い黄にな る 。

つ ぎに水平行は ， また二 行目か ら下 へ ，次第に灰色 み

L23456

？

1
「
　　　　2

「
　　　　3

’
　　　　4

°
　　　　5

「
6
「

一
　 臼 杏 仁 黄 茉 莉 黄 麥桿 黄 油 菜花 佛 手 黄 春 黄

菊蕾 臼 秋葵黄 硫 華黄 柚 　黄

芒果 黄 姜　 黄 香蕉黄

藁　 黄 1禾緑

月　 茨 淡灰緑

草荻緑 碧 羅春

＿羽茨 殻灰 潭水緑

　　「｝
橄 攬掾　．」ヒ广

マ
「

　　1＿ ，

図 1　 「色譜」に ある 第 1ページ （黄色系 la の 頁 ｝の カ

　　 ラー・シス テム ・チャ
ートと色名の位置 づ け

が加わる 。 つ まり 1行目はさき に 印刷 した色そ の まま ，

2行目は少 し灰色 み が加わり，下 へ い くと灰色は濃く

な る， 7行目に な る と，本物の N5 の灰色を重ねて印

刷する 。 そ うする と，橄欖緑 ＝ 純色の 黄 ＋ N5 の 灰 ，

燕羽灰 ＝こ く薄い黄十 N5 の 灰色 。

　大 日本イ ン キ化学 に よ っ て 出版さ れ た 「中国の伝統

色」は画家王定理とデザイナ
ー

王巌 との共同編集 で あ

り ， 色彩学者や美術家の歓迎を受けようと して い る 。

そ して ，筆者が執筆 した 「色名の 初歩調査と研究」は

すで に，本誌に紹介ざれたよう に，色名の選定はす べ

て ア ン ケ
ートと文献調査 によるが， 色名の代表色は ，

動物 ， 植物 ， 鉱物 ， 自然現象と関係の あるもの に つ い

て，全部を測色で 求め ， 文献に色の合わせ方や，作り

方があれば，それ に よ っ て代表色を求める。

「常用色名稱」は ， まず 1981i年に，中国 「全国織物流

行色セ ン ター1 の年間例会で討議されて，「全国 にお

ける常用的な色彩の名稱を標準化する役割」を果そう

と した 。 そ して 198B年 に，正式に北京にある全国織物

流行色セ ン ターによ っ て 出版されて，全部で LOOO部

が発行された 。 そ の編集例言 に，f色彩の メ ッ セ ー
ジ

の交流や発信を便利 にするために ， 全国における 色彩

の名稱を規則化，標準化 しなけれ ばな らな い」と指摘

して い る 。

　その内容として，金 部で 228個 の色票が ， 7つ の色

系に分け られて い るが，ひ とつ ず つ の 色票は，別々に

色名と類例色名とが付けられ，そ して，英語と日本語

とマ ン セルの数値とが付い て い る 。 編 集例言 にも ，
こ

の著作が 「全国の色彩の研究者の長 い 間の願望 で あ つ，

我国の色彩研究の科学化 へ の始まりで あ る。」とされ

て い た 。 しかし，「常用色名稱」は，色名数 に して も，

色票のシ ス テム にして も ， 上述の 「色譜」（「中国色名

綜覧」）を越え な い。

「色彩辞典」は 19B9年に，瀋陽にある魯迅羮術学院の

故李槙泰教授に よ っ て 編集されれ， 日本の 「色 名 總

鑑1 な ど の 資料を，かなり参考に し て い る。全 部が

一 二コ 52 − ＿ 、 c ．
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351個の色 名と色票 と で 構成

され て い る 。 色票 そ の も の は

中国流行色協会によっ て製作

さ れ た が， 色票 と 本来の数値

との問に ， 場合 によ っ て 喰い

違い がある 。

　上海 に ある中国流行色協会

（氾8i年 に設 立）も色名セ ッ

トを発 行した 。 ま ず500色以

上の 「実用定名色k 初編」を

発行 し ， この 「初編」を発 行

した年は不明だが，］99］年に

また440fiの色名の 「実用定

名色至続 1」を発行 して いる。

続 1とい うと ， また続 2 ， 続

3な どがあるはずだが，1993

年 に い きな り 「中国 顔 色 定

表 1　中国語 の各色名セ ッ トにある重複する色名の 色 ずれの 比較表A

1．乳

2．土

5．

7．群

10．翠

ll．

重復す る 「鰭 亅の酩 のマンセ 「色譜 」 を基準 とす る色ずれ．「ゴ．
色名 数値 帽の伝艶 黼色舗 色纐典

乳　白 〔乳舶 11 ，9Y　 9．5／1．54 ．8 6，1 ［8，4

土 　黄 〔齔色〕 2，5Y　 6．5／5 14，7 15，0 5，2

橄欖緑 剛
一ブの劇 10Y　4／6 ll．5 ll，0 32，5

檸檬黄 （レモンイェロー｝2．5Y　8．6／8 22．4 32，6 19，3

棗　紅 ｛なつめ碗働 2，5R　 3，5／7 1，8 6，0 ［7，3

茄皮紫 〔茄破   10RP　 3／5 14．2 25，0 43，9

群　青 ｛鯖色） 5PB　 4．9／9 21，4 　一一 29，7

孔雀藍 〔くじゃく咽 5B　 5／7 86．1 46，5 5．0

攻瑰紅 〔バラの艶｝ 2，5配P5 ／11， 51，3 20，5 30，4

翠　緑 情艶 ｝ 7．5G　 6／9 33．9 32，0 23，2

青　荻 情い研 の色｝ 5PB　 4，1／2，2 6，4 24，9 8．2

色名の納 の解 勧 醸 24，4 22，1 21，9
1

　詛明：色ずれの程度はD，Nickersonの退色指数公式で計算する。

「
色譜」を基準としたが，跡しも標準を童畦しない。

名J，
つ ま り中国色名の 決定版の 編集に入 っ て い る 。

実 際には ， f実用定名色
一
ド続 1」と重複する 所か 多か

っ た 。 色名数が全部で 3B8個しかな い が，中国流行色

協会がこれらの色名を 「すでに全国に広範に使用され

たも の 」と指摘 し て い る 。 「中国工 芸美術辞典」は

199降 に台湾で 出版さ れたが，
こ の前にすで に 呉山 に

よ っ て編集きれ て中国大陸 で 発行 された 。 その中に

187個の色名が収録ざれて ， 色票は付けられて い ない

が，色名の 由来や色名代表色 の 民間に伝承ざれた色あ

わせ方が書き込まれている 。

　上述の iO種類の色名セ ッ トにあふ 「※ 」のある 5種

類を ， 特に取り出して 比較すれば，それらの 中で 重複

する色名は 11個しかな い 。 即ち 1．乳臼， 2．土黄，

3．橄欖緑， 4檸檬黄， 5棗紅， 6．茄皮紫， 7．群

青， 8．孔雀藍 ， 9．政瑰紅，10，翠緑，日．青灰 だ

けであるが，それらは中国語の色名の 中で最も重要な

色名で もあろう （表 ｝，表 2）。比較の範囲を縮小し，

ただ 「色譜」， 「中国の伝統色」， 「色名の初歩調査 と研

究」の三者の重複した色名を計算すれ ば， E7個の色名

が互 に重複 して いる。これ は後述にお ける日本語 の 色

名の 場合と比較すれ ば ， 重複する 色名がかな り少な い 。

そして ，そ の 中で 色名の代表色が比較的接近 した色名

は乳白で あり，「色譜」を基準と した こ の色名の色ず

れは，「中国の伝統色」が 4．B，「常用色名稱」が6．1，

「色名の初歩調査と研究」が7．4であるが ， 「色彩辞典 」

の麁ずれ はやは り18．4に達 した （表 1）。

　互に極端 に異なる代表色 は，致瑰紅 （バラ紅〉で あ

名の覩歩調査と研

　 　 7．4

　 　 8，1

　 13，8

　 19．2

　 23．9

　 3［．5

　 45，8

　 48．9

　 7a，8

30．8

る。各種 の 色名セ ッ トの 中 で ， 「色譜」を基準と した

色ずれは全部が2Bを越え る数値になる 。 即ち色ずれと

し て は ， 「常用 色名稱」が20．5， 「色彩 辞典」が30．4，

「中国の伝統色」hS51　．3， 「色名の初歩調査と研究」が

78．8で ある 。 日本の JISのバ ラ 色 （IR5／4）と比較す

れば， JISの色すれ はやは り51に 達 した。
こ の こ とは

後述する日本語 の 麁名の場合 と比較すれば，こ れ らの

色すれはかなり大きく，そ して上述 したように，，中

国語の色名セ ッ トの 重複する色名がかな り少い こ とと

共 に問題 となる 。

　こ の 原因 は ， 「色譜」が出版時期 の かな り早い著作

で あるためや，ある い は 「色譜」が 申国色彩学界にす

でに忘 れられた ためか ， 「色譜」そのものが既 に中国

で 見受 けられな いか らで あろう。簍者がか つ て ， 上海

の 中国流行色協会 の 方々に，「色譜」の こ とを質問し

たが，全 員が不詳の ようであ っ た 。 つ ま り色名研究が

断層となっ て い ると考え られるか ら ， 「色譜」を基準

に した色ずれ はなん とな く大き いと思われるの で あろ

う。

　しか し，伝承 の ある色名セ ッ トの 間にも，色ずれが

大き い とい う印象の ある こ とは免れない 。 例え ば 「中

国の伝統色」を基準に して も，同じ結果が出て くる

（表 a，左の部分）。 その最も大きな色ずれが，「色彩

辞典」の孔雀藍で あり，90．4に達した 。 中国語色名の

中で最 も酷 い色ずれであ っ た 。 「中国の伝統色」に見

る色の選定者 の ひ とりの 王威は ， 北京紡職工業局 の テ

キ ス タイル ・デザイナ
ー

で あり，流行色 の 研究者で も
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表 2　中国 語の各色名セ ッ トにある重複する色名の色ずれの比較表B

一復す る

　　 名

1．乳　 臼

2．k 　
荘

3．橄欖，

4 ．檸檬黄

5．棗　 桑

6．茄皮，、

7．群　 円

8．　孑L雀
＋．−

9．攻瑰 熏

1o．翠　，

11．青

色暑の平均の色ず

「中国の伝筆色1の色名のマンセ

致債

1、9Y　8，9／1．9

9，4YR　6．5／呂

9．6Y　4，4〆3，2

1，9Y　6，1／8，7

2，2R　 3，6／？．1

7，6RP　3，6／2．7

7PB 　3．5／10．7

7，7PB　3，4／13，

1，6R　3．9／8，？

1．3BG　3．9／5．6

3，3PB　4／0．6

「中国の伝煢色」を基準とする

色ず掴盤

繍典

14623874341

．
9

4616577G5689152313

　

922

　

3

「麁名の初歩謁壹と研究1の色名

マンセ臓僖

O．3GY　9，2／1．1

2．5Y　6．6／3、5

2GY　4，8／4、4

4，4Y　7．4／9，6

5，9R　2，5／3，4

0．5RP　3．2／7，3

8．2PB　3．5／16．1

2，9PB　　2，9／8，8

6．2R　4／13．2

「色名の初歩調査と研究」

を基準とする色ずれの程

69．362 ．5

20．6　 2？，7

謹明： 「中国の伝筆色」を基準とする色ずれの程度には，1色譜」の敢値がすでに麦1に示した｛基準色と比較色が互いに交慶してもその色ずれの致疽が同匕1

， なお
「
色名の觚歩醤査と研究］を基準とする色ずhの程度ζは，

「色欝」の薮僖もすでに表1に示した，「中匱の伝蛭色亅の鼓値がに表2の左半に示した。

あるが，「色彩辞典」の編集者李偵泰がや は り申国の

北京の学者であり，上述したよう に，その辞典に ある

色票がや はり北京紡織工業局 と関係の深 い中国流行色

協会に依頼したもの で あるか ら ， 「中国の伝統色」と

「色彩辞典」とが伝承 の あ る 色名セ ッ トで あ る こ とは

勿論の こ とで ある 。

「常用色名稱」も全 国織物流行色セ ン タ
ー

の出版物で

ある，またそ の 出版 時期が，「中 国 の 伝 統色」と同 じ

1986年であるから，両者の深 い関係が考え られる 。 そ

れ に して も ， 「中国の伝統色」を基準に して ， 「常用色

名稱」の色ずれはや はり大き いほう で ある 。 その最も

大きな色ずれ （政 瑰 紅）が52．5である 。 それ に対して，

伝承のな い筆者の 「色名の初歩調査 と研究」にある最

も大ぎな色ずれ （孔雀藍）は39，9で ある 。 筆者 は中国

か ら遥か な南方 で研究 して い るか ら ， 上述 の 中国北部

で 研究 したものと比較すれば，その 色ずれが更に大き

い はずで ある 。 しかしなんと い っ て も，最も大きな色

すれは や はり上述の伝承ある 「色彩 辞典」の孔雀藍の

90．4である 。

　そ して また 筆者の 「色名の初歩調査 と研究」を基準

とした場合，その最も大きな色ずれ は，「常用色名稱」

の 69．3 （孜瑰紅）と 「色彩辞典」の 62．5 徴 瑰紅）と

で ある 。 そ の 最も小さ な色ずれは 「常用色名稱」の

3．フ（乳臼）で あり，これは中国語色名の中でも最も

小さ い色ずれで あ っ た （表 2

右の部分）。 それに して も，

全体か ら晃ると ， どの色名セ

ッ トを基準と して も，ほぼ似

た結果が得られる で あろう 。

　1943年，上村六郎，山崎勝弘著，

　　　　194B年 に増訂 3版 ，
　 B2個の色名を添えた色見

　　　 本。

　1951年 ， 日本色彩研究所発行 ， 「色の 標準」，日本色

　　　 名］3日個，英語色名2B2個，1，062色の 色相別

　　　 力ラ
ー ・

シス テム ・
チ ャ

ー
トと相関するよう

　　　　に図示 して ある。

※ 1954年，和田三 造 監修，「色名大辞典」，974個の 色

　　　 名，200個の色見 本が付い ている 。 色見本 そ

　　　 のものの数値は ， 1971年に，小磯稔氏によ る

　　　 視感比色 に基づ い たも の で ある
5）

。

※ 1956ff， 日 本 規 格 協 会 発 行 ，
　 JIS 「色 名 帳 」

　　　　（JISZ8102準拠 ）。 1985年改訂 ， 2ア0個の 系

　　　 統色名 ， 及び 16S個の 償用色名，合計438個の

　　　 色名を添えた色晃本 。

　1965年，日本 流行色 協会 発行，「日本伝 統色」，

　　　　IJIB個の色名 。 そのうち 300個を染色見本 で

　　　 示 して い る 。

※ 狛79年 ， 湊 幸衛 監修 ， 「日本 色名索引」，実際に は

　　　　「中国色名綜覧」にある比較用の資料 。 530個

　　　 の 色名，各色名は全部マ ン セル の 色空間の 中

　　　　に位置付け 。 色見本 はな い 。

※ 19BO年 ， 山崎勝弘分担著 ， 「慣用色名」
6）

， 古代 色名

　　　　はS2個，現代色名はB4個 ， 色見本 はないが ，

　4．日本語の 色名セ ッ ト同

士の比較

　今ま で に 発表 さ れ た 日本語

の色名セ ッ トは ， 主なもの と

して下の 12種類が数え られる 。

　193｝年 ， 和 田 三 造 編 ， 「色

　　　　名 總鑑」， 606個の色

　　　　名 ， 160個の色 見本

　　　　が付い て い る 。 旧35

　　　　年増訂版刊行 。

　 1933年 ， 日本標準色協会発

　　　　行，「色 名 帖」，16B

　　　　個の色名を添えた色

　　　　見本 。

　　　　　「日本色名大鑑」，
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　　　 　色名 の 説明が付 い て い る 。

※ 1986年 ， 日本色研解説 ， 「日本の伝統色」，300個の

　　　　色名及び色票集 。 筆者が Maobeth 　2020＋ 分

　　　　光色彩計でその数値を測定 した。

　 1986年 ， 尚学圖書編 ， 「色 の 手帖」， 35B個の色 名 ，

　　　　印刷 し た色見本 に 数値が付 い て い るが，その

　　　　数値がほ とん ど JIS の 「色名帳」と同 じで

　　　　ある 。

　］987年，福田邦夫著，「日本の伝統色一色の小辭典」，

　　　　］54個の色名に印刷 した色見本 。

　日本の 色名の 研究は，専門的な著作，

一
般的なもの

ともに豊富である 。 通常よく見掛けるものと して，少

なくとも上記の 1E種類の著作をあげる こ とがで きる 。

そ して ， ほとんどが日本 で 馴染まれた色名著作で ある

が，例えば，r色名大辞典」が 晒 名總鑑」を改訂し

たもの であり ， その色名一覧表の中 に ， 974個の色名

が並 ん で い て，外来語 の 色名が 「色名總鑑」よ り，か

なり多く導入されて い る 。 その
一

つ の色見本の下 に，

中 には幾 つ か の色名が 付 け られ て い る 。 例 え ば， 5

PB3 ．5／9に相当する色見本 に，琉璃色，金 碧珠，ウ

ル トラマ リン，露草色，碧青，碧琉璃などの色名と記

さ れ て い る 。

　そ して 山崎は 「色彩科学八ン ドブッ ク」の中に 「慣

用色名」と題 して分担発表して お り，そ の 中には，海

外古代色名，日本古代色名，現代色名，流行色名の四

つ の部分を含ん で いるが，日本古代 色名 として は ， 同

じ山崎が共同執筆した 「日本色名大鑑」（1948年に増

訂 3版）にある色名があり，植物染料の染めの分野の

色名で あるが ， LIJkiの 「「質用色名」には こ れ らの色名

に しか数値が付けられて い な い か ら，こ れがそ の 最も

重要な部分であろ う。 海外古代色名は勿論，日本色名

で はな く ， 流行色名 はある程度
一

時的もの で あるか ら ，

その 日本古代色名 ， 現代色名だけを取 り出 して ， 上述

の 12種類の 中に並べ て比較した 。

　日本工 業規格 （JIS ）で 制定 した 「標準色名」に

ある
11
賀用 色名 に つ い て は，ig56年 に73個，1957年 に

1］．8個 ， ］9B5年 に168個 と増えている 。 日本語の色名セ

ッ トの 中 で も ， 人力と時間が最もかか り集大成 された

もの と い う。 そ の 長 い 30年間に度重なる討議 ， ア ン ケ

ート，検討を行 っ たが，ある 色名の 色に対し，何を基

準と し て 選 ぶ か，そ の HV ／C の 決め方など，未解決

の問題 はまだ残されて い る と 聞 く 。

　上述の色名セ ッ トにある 陳 1 記号の 5種類 の色名

セ ッ トを ， 特 に取 り出して 比較すれば， それ らに重複

表 3　 各種 の 日本 語 色 名セ ッ ト にあ る 重複 す る色 名 の 色 ず

　　 れ比較表 （色ずれ の 程度は全部 JIS 「色名帳」を

　　 基準とする）

重 復す る JIS「酩撫 のマ
’

躰色名索引

色　 　 名 セ岨 値 の色轍 皺

L 松葉色 7．5群 5／46 ．0

2．鉗 5P82，5〆412 ．o

4．鮒戸色 4目4／6 王o．7

3．鶸　 色 1G77．5／86 ．2

6．白　 響 2．5霞 8．5／2，54 ．5

5．海老 茶 8匿 3／4，5 5．5

7．焦　 茶 5YR　3／2 3．2

8．小豆 色 8R　4．5／4．514 ．4

9．桜　 色 lORP　 9〆2，5o

lG．べ一ジュ 10YR　 7／2、53 ．3
ll．ラベンダ

ー 5P ε〆5 3．D

12．卵　 色 1囗盟 8／7，58 ，呂

13．代赭 色 2．5Y旺 5／8、528

14．淺 　愚 a，5巴 5／8 o

15．牡丹 色 3RP　5／1413 ，呂

16．驃　 色 3PB　4／7．515 ．6

17．桃　 色 2．5旺 6．5／8o

18．オリ
ー
ブ・列 ウ 2．50Y　3．5／3lo2

19．利休 竄 2，5贐 5／110 、5

20．群青色 7．5P旺 3．5／n3 ．6

2L 琉璃色 6P巳 3．5／Ulo ．z

22．黄土 色 玉OYR　6／7．5ll ．呂

23．萌　 萸 4GY　 6．5／923 ．9

24．才
一
ルド・ローズ 1匿6／6．5 4．2

25．山吹 色 lOYR　7．5／13i5 ．5

26．藤　 色 10PB　5．5／5．518 ，3

27．蒲 　色 mR 　 4，5／11 工2．o
28．蘇　芳 4侵 4／？ H ．2

29．鳶　 色 8R　3／2 23，6

3L 柿　色 10n　5．5〆123 』

3ぴ．鬯　金 2Y　7．5／122L6

鈴 ．ピンク 2、5R　 7／？ 15．5

32．鉗　青 5PB　 3／4 15，0

34．紅　梅 2，5R　 6．5／7，520 ，0

35．桔梗色 9P囲 、5／L3ZZ ．4

36．か キ
ー 1Y　5／5，5 6，6

37．緑 青色 4G　5／4、515 ．6
38．鴬 　色 1αY4 ．5／3、56 ．0

39．マルーン 5配 2．5／5 o

40、チョコレ ト LOR　 2．5／2．57 、6

4L 墨　色 〃L2 一一
　 ．一

色名卿均絶勲の盤 且o．6

渇

d

’5

』

コ

忍

一

’o

’3

漕

旧

潟

3

一

渇

16

田

1512820U

兇

118B249

一

U

21．024

，5L2

．

L5．

35．

4．513

．

13．

19，021
，6

17．

する 色名が41個あり，そ し て 中国語の 色名セ ッ ト同士

と比較する と，そ の重複する色名数が遥に 多か っ た 。

その中に，色名の代表色が比較的接近 した色名 は白緑 ，

桃色，焦茶，群青色で あ り， 5種類 の 色名 セ ッ トの中

に ， JIS 「色名帳」の中の
「
齪用色名 を基準 と した色

［二 ＝＝ 二二＝ 二＝ ＝ 二＝ 55
ec 　ronlC 　 l 　raly 　



Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

日本色彩学会誌　　VOLUME 　19　NUMBER 　2　1995

ずれは ， いずれも 10より少ない数値になる 。 例えば ，

桃色の 色す れ と して は，「日本色名索 引」が 0 ， 山崎

の 「慣用色名」が 9，「日本の 伝統色1が9．6， 「色名

大辞典1 が 9である 。

　そ して ， 互に極端に異なる代表色は桔梗色で ある 。

5種類 の 色名セ ッ トの中 には ， また JLS 「色名帳」

を基準とした色ずれは，山崎の 「慣用色名」を除けば，

ほとんど20を越え る 。 即ち 「R本色名索引」の色ずれ

が22．4，山崎の 「慣用 色名」が 13，5， 「日本 の 伝 統色

名」がB2，そ して 「色名大辞典」の 色ずれが44．4で あ

る 。 それ は ， 日本語の色名の中で最も酷い色ずれであ

ろう。

　も し個別 の 色名セ ッ トで 雷え ば，山崎の 「i貫用色

名」は ，JIS 「色名帳」を基準とした色ずれ の ほう

が大きい，そ の平均 した色ずれの 程度は，各色名セ ッ

トの中で最も大き い （表 3）。 それは 山崎の 「慣用色

名」が染色の分野の色名のためで あろうか，山崎の

「慣用色名」の原典になる 「日本色名大鑑」に は，と

こ ろ ど こ ろ染色の立場から，色名の代表色を批評 し，

例え ば 「緋色」と い う色名を冕 て も，世間の色見本が

誤 りやすい と見 られて，「少くとも従来誤り考 え られ

て い たような，紅緋の よう

な緋や，或い は赤蘇芳のよ

うな緋や，もしくは紫根染

のような緋などは，茜染で

は決して存在し得な い こ と

は誠に確か で ある 。 」
7｝
と著

者が言 っ て い る 。 代表色を

決め た根拠は明確である が，

色ずれはかえ っ て大きか っ

た 。 そ れ は 丁度 ， 「色 譜」

を基準とする筆者の色名の

代表色の色ずれと同じで あ

ろ う 。

　5．中国語 と 日本語 と の

色名セ ッ トの比較

　上 述 し た よ う に，中国語

と 日本語の そ れぞれ 5種類

の重要色名セ ッ トとの比較

を すると，そ の各自の重複

する色名数が大変違う こ と

が見 られる 。 っ まり，中国

語の 5種類の重要な色名セ

表 4

ッ トにある重複する色名数が僅かに11個で ある の に対

して，日本語の方が色名数の少ない色名セ ッ ト （山崎

の 「價用色名」）を含めても，その重複する色名数が

41個と上回る （表 4）。 したが っ て ， 日本語の色名の

選択範囲は比較的固定 して い ると考えられる。

　こ の こ とは背景から 見ると ， 中国語と日本語との そ

れぞれ 5種類の 重要な色名セ ッ トの中にそ れぞれ 3種

類の色名 セ ッ トに互 に 関係深 い ものがある に して も，

両者の 差別がやは り存在して い る 。 即ち上述の ように

中 国語の 「中国の伝統色」， 「常用 色名稱」， 「色彩辞

則 は互 に深い関係を持 っ て い るが ， 日本語 の JIS

「色名帳1，「色名大辞典」，「日本の 伝統色」の三者 に

も日本色彩研究所と深 い 関係が見られる 。 関係の深い

ものが伝承のある こ とを意味するの で あろうが，それ

にして も，中国語の色名の選択範囲がやはり比較的分

散 して い ると思 われる 。

　色名代表色 にして も，中国語と Eヨ本語との 重要色名

セ ッ トは異な る 安定性を示 した 。 表 5 に示したよう に，

中国語の重要な色名セ ッ トの 間には，「色譜」を基準

として，他の色名セ ッ トにある色名の色ずれが 0であ

るものが
一

つ もな く，色ずれがD．1〜1Dの も の がE4％

『 一．1广、．． 一广一　
発行時． 色名 セ ッ ト 色名 行時、 色名

　名セ ッ ト

の 発行時間

と色名数

19591985198619861989「
色譜」 〔呻国酩斷 ｝

晩名喇鋼査と醗 」

「
中鬮 の 伝統色 」

「常 用色 名 稱 」

「色彩辞典 」

52535232022835119541956197919801986「
色名

」［S 「

「 日本

「慣 用

i 日本

欝 葩緻　 ．．、一一 11．一　 一一『一一． ．　 ．一．一一． 一

中国 語と 日本語 との 重要な色名セ ッ トにある重なる色名の 比較表

　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　色名 セ ッ ト　　色名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1
．
色名大辞 典 」　　9？4

　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　 」［S 「色 名帳 」　 168

　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　
「 日本 色 名索引 」　53D

　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　
「慣 用 色 名 」　　 166

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i 日本 の 伝統色 」　300

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 41

表 5　中国語 と 日本語 と英語の 重要な色 名セ ッ トにある色 名代表色 の 色ずれ統計 表

　 比較する色名セット＼色ずれの範囲

「色譜」と中国藷の4種蒹の色名セット

「
中国の伝葺色」と中国語の4種類の色名セット

「色名の裡歩謁査と研究」と中国語の4種蕉の色名セット

Jls「
色名帳」と日本藷の4種褻の色名セット

国語のF色譜」ヒ日本藷の
「色名大辞典」

1：の「色彩薛典亅と「色の標準と命名怯」

設睚： 中困讙の色名における比較封象が色讃，中田の伝篳甓，帛用色名囂，色覇辞興，色名の智歩謁査ヒ研究の5種類であ口，日本話の色名における出較封象

　 がJIS ［色名帳1，色名大辞典，日本色名索引，債用色名，H本の伝乾色の5鍾類である。 英語の
「
色彰辞典］と「色の標準と命名法1に関する比較

　 は，筆者の設文［中国語と英讀との色名に関する比較研究」を参覈　
4 ， ，

　  表の中の0，G，玉〜【O，lO．1〜30，30，1〜50・一一一などが色ずれの箆囲である。

　  表の中の％は，各重要な色名セットにある重なる色名が，表の最左輯の色名セットを基準にしたる遇色指裁の襲計である。

囲 o
．一 一 　 一．． ゴ．．『一一内ヒ． ．一．
　　　　　　　　　　D，1〜tO10 ，1〜3030 ，ト 5050 ，1〜70

一一．一一一
　7Dを越える

一．．．
合ll

一一一 一 o％
−
0％『
o箔

24％

24％

44％　一．
44躬

24％
−
20瓢

　　2％
一一 一广
　　7％

5％−
5％

100100

セット」ゴ
勸齢 切 ト 17瓢 3箔

」广一一lGO9％一一
〇％

一
　〇％セット

　　ー
」一一
」

3％
　．−
o％．一一
喘

43％
P．1．．＿−
11％、一．．

54％
｝
49％
　『 广．．
56瓢　
47％

　　17％
一 ．
　　 5％

　　22髯．． 一
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一一
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100
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一
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を占め ， 色すれが］0，；〜30の もの が ， 44％を 占め て い

る 。 比較的大きい もの として は，色ずれが30．1〜50で

あるものが更 に 餌％を 占め ， 色 ずれ 50を越えたも のが

なお ア％を占めて い た。も しざらに他の色名 セ ッ トを

代りに基準として も ， ぼぼ同じ結果が得られる 。 色ず

れが大 き い ほ ど ， ま っ た く 違 う代表色 に なる 傾向があ

る 。 それ で は同 じ色名で指定し ても，意昧が全 くない 。

　 こ れ に対 して ， 日本語の重要な色名セ ッ トにある色

名代表色の色ずれは ， 比較的小さい 。 LJES 「色名帳」

を基準として，他の色名セ ッ トにある色名の色ずれ 0

で あ る ものが 3％ を 占 め
，

そ れ ら の 色名 は ほ とん ど 同

じ代表色を示した 。 そ して色ずれ がD．1〜10のものが

43％を占め ， 色すれが｝D，1〜30のものが49％を 占め ，

これが比例の最も高い もの で あり，色ずれが30，1〜50

のもの は 5％しか占めな い，しかも色ずれが 50を越え

たも の は
一

つ もなか っ た。
こ の状態から見る と

， 日本

語の 重要な色名セ ッ トにある色名の代表色が，互にマ

ン セ ル 色票のよう に，3NBS の 範囲 に あ る の で はな

い として も，中国語の色名セ ッ トの 間にある色ずれと

比べ れば， その安定性は良好なほうであろう 。

　6．「色譜」と 「色名大辞典」との比較

　中国 語 と日本 語の色名著作の 中に ， 特 に625色の

「色譜」と974色 の 「色名大辞典」とを比較 する こ とは ，

意眛深い試み で あろう 。

　本来，「色名大辞典」が1954年 に 「色 名一覧表」を

編集する時には，英語，フ ラ ン ス 語，中国語 の 色名も

同時に並ん で い た 。 その時 には ， 中国語の色名に関す

る まとま っ た著作がまだ出て い なか っ たため に ， 「色

名大辞典」は中国語の 古典文献をかなり参考 して い る 。

それは ， 日本語の色名の来由 に 関する考察に と っ ても，

参考になるも の で あろう 。 それ らの古典は っ ぎのよう

なも の で ある
B）

：

周公量 著 「周禮」

孔子門人著 「論語」

魯左丘明著 「春秋左傳」

漢劉安著 「淮南子」

漢史遊著 「急就篇」

漢司馬遷著 「史記」

漢小學家編 「爾雅」

漢劉熙著 「釋名」

漢許慎著 「説文解字」

魏張揖著 「廣雅」

唐王 司馬著 「王建詩」

梁顧野王著 「玉 篇」

符秦王嘉著 「拾選記」

宋葉夢得著 「石林燕語」

宋鄭樵著 「通志」

宋王誅著 「類篇」

明張自烈著 「正字通」

明方以智著 「通雅」

明宋應星 「天工開物」

明李時珍 「本草綱目」

これらの文献は，主に語学的なもの で あ り，単語の

由来 に関する 考察 にも便利 で ある。「色名大辞典」の

中の 色名論考に も ， 上述の 文献を度々引用して い るか

ら， 中国語 と Eヨ本語 との 交流の軌跡や ， 中国語と日本

語 との比較研究の必要性をも見る こ とが出来る。しか

し， 中国語の 色名著作がなか っ たため に ， 「色名 大辞

典」が必要 とする 時には ， 「上 海 で 調査 したもの ， ま

たは松浦家所蔵の 「絲かが み』」
9）
に よ る しかな い 。 そ

れ ら に よ っ て ， 日本語 の色名に添え て
， 時々中国語 の

色 名も添え られて い る。例え ば，肉色 ＝ 雪香，膕脂

色 ＝ 猩血紅， 黒色 ＝ 玄青 ， 群青色 ＝ 晶藍などで ある 。

　即ち，肉色 ，
膕脂色などの 日本語の 色名の 後 に 添 え

たものは，中国語の色名の雪香，猩血紅などで ある 。

実際には ， こ のようなイ コ
ー

ルの 右の色名を使わな く

て もよ い だ ろ うと思われる 。 何故な らば，肉色，膕脂

色な どの日本語の色名は，古来の中国語の中にも既 に

あ っ た
。 イ コ

ール の右の中国語の色名を使えば使うほ

ど ， 意味が更に判らな くなるであろうか らである 。 中

国語を使う人さえも ， 雪香 ， 玄青などの 色名は必ず し

もよく判らなくな っ て い る 。

　であるから， 中国語と日本語ともに共有的な色名が

あれ ば ， 出来るだ け取 り出す こ とは意味の ある こ と で

はなかろうか 。 そ して ， もしそれ らの 色名の代表色が

あれば ， また取 り出しで 比較すれば，一層よい こ とで

あろう。調査と統計とに よれば，両者の 互 い に重複す

る色名は34個で あ り （表 6，ア），その中には ， また ，

18個の色名のマ ン セル 数値を求め る こ とが で き る （表

6）。

　この比較から見れば，同じ色名にしても ， 色名の名

づけ方は ， やは り異なる習慣が見 られる。表 8に示 し

たように，中国語 の 色名は末尾によく基本色名を付 げ

るの に，日本語の 色名の 末尾にはよく 「色」の 字を付

ける 。 例え ば， 動物の 珊瑚，植物の橙皮，鉱物の琥珀

などの色名を晃るならば ， 中魯語の場合は ， 珊瑚紅 ，

橙皮黄，琥珀黄にな る の に対 して ， 日本語 の 場合は ，

珊瑚色，橙皮色，琥珀色にな っ て い る 。 灰白，銀灰 ，

桃紅，鮮紅，乳白の ような色名に して も，中国語の 場

合は，そ の まま で よ い が，日本語の場合は，「色」の

字を付けるから，灰 白色，銀灰色，桃紅色，鮮紅色，

乳白色など になる 。 勿論，これは
一

般的な，あ る い は

よ くある状況であるが，例外的な場合もある 。

　そして ， 色名の代表色 と して
， 銀朱 ， 象牙色 な ど の

ようなかな り似 てくる色もあるが （色ずれが10よ り少

な い もの ）， 桔梗紫 ， 碧蕎な どのような ま っ た く喰 い

違 う色 （色ずれ が50を こ えたもの ）も見 られる。「色

［二二 ＝ ＝ ＝ ＝ ＝＝＝＝＝＝：：：：］57 ［：二：＝ ：＝ 二二＝ ＝ ＝＝＝＝＝ ］
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表 E　 「色譜亅と 「色名大辞典」とに お い て 互 い に重なる

　　 色 名
一覧裹 A （色見本の マ ンセル数値を求める こ と

　　 がで きる色名〉

　 の色 名

　 ハ3

　

　 5

　 8

　

　

　

　 ／3

　

11

lz

且

且 ／1

11

匠o

1 7

t

且 5

本語の 色名

7．5ft　 5ノ且4@

［．5Y 　8．5／2．
　2，5 旺呂．5／

　5眉　5，5／
@　2．5α　54

　5RP　

^410

／ 　　ヒ，5YR　3／4　〔

S ［ 　6PB　3．

^IZ 　L5，

〆13 　5R3

／12 　？．

　7／8 　2Y

@6 〆14 　3RP　3

8［JIS［ 　5

　5P5／6 　3RP　

^8【JIS） 　　

B 　3．5 ／8 　

B　3．5f9 設弼；こみ表の中のHげC 債が「色名t薩露Jの元の』のではないが，それらは小

稔の刮定

よ

る

，

色

ず

勧

皺

58645

　

　

61

　

58

　

656

482335

艮

4779159

蠶

7

　

　

1111

2222344455 表7 　「色 譜 」と「色名大辞典」と

いに 重 なる 色名一一es 　　表（ マン セ ル 数 値 が

ず し も求

られ い な い 色 　名 ） 陛

o<TAB><TAB>中国語 の色名

日 { 語 の F名　　　 　　　　Lv <TAB>蔚　藍<TAB>2

5 　6 ． ／6<TAB>蔚　 藍<TAB>一一一凶 鼈 
<TAB>海棠紅<TAB>2

5 　5 ， ／13<TAB>海棠色<TAB>一一一一    
<TAB>灰　自<TAB>2．5Y　

D ／ 0 ． <TAB>灰白色<TAB>一」凵 − 「一 D ．一 4

ﾖ 邇  l 騒P　3／ <TAB>茄 皮
  一一一一

一 5<TAB>帙齊ｩ<TAB>〃」8，5<TAB>魚 齡  一 鼈
麌
皿

銀 @ 灰<TAB>YR　6 C5 ／ ，
5<TAB>銀茨 色<TAB>〃

CC57<TAB> 黒 　色<TAB>卜1C5<TAB> 普@ 色<TAB>〃−

Cy1 ， 56<TAB>月　 白<TAB>5日0 〆0． 3 月　臼<TAB>一

．r| 一 9<TAB>豆亙 豆紅<TAB> 0RP@6 ，1 ／

豆1､ 紅<TAB>鼈鼈鼈鼈  10 翠　録 ？，506

9<TAB>堰 @ 縁 　一一一一 11 霽　青<TAB>？、5B　

^4 霽　青 ＿一　 一一 12<TAB>雪 @ 白 <TAB>V弓〕．5<TAB>雪

白<TAB>D」酬 v一．冖「一 13<TAB>N　紅
5R 　5，1

12C5<TAB>N 紅 色<TAB>呪一隠 g 一 ＿ Q14

V　   2 ， PB　 5／8，5 天　藍 一一岫一一一

<TAB>桃　紅<TAB>5R？ノ8 ．5<TAB>桃紅色 <TAB>一一　一一

<TAB>乳 　白<TAB>5R　 7 ／8 ，5<TAB>乳白色<TAB>〃 君 ，5 〔 J

  譜」
の桔梗紫は ，「色名大辞典］のそれより，明度

は
か

り明るい。そ し て 表5 に示したように，両者の 色 ず れ が

一 一 80 のもの が 56 ％を占め ， 色 ず れが30 〜 5D

ものが22 ％，さらに 色 ず れ
が50 〜70 の ものか H

にな る。全体的にそ の 色ずれ は 大きいほであるが

色 ず れ hS70 を越え た色名がかえっ て一 つもな

， こ の点から 見 る

，中 国語 の 色名セ ット同 士 に示した色ずれと比 べ

ば， 「色譜」と「 色
名

大 辞典 」と の色ずれは，か

って比較的小さい 。 　 そし て， 両 者には似ている

表色もかなD ある。例 え ば「 銀 朱 」がそ の 一つ

あ り，それ は 顔 料名である とともに， 色名でもあ

Cぎ ま りきった 物体の参照が 　　　　　　　　　

　で き るからであろう。「色 表 B 　中国語と日

　　 　
」の象 牙黄と「色名 大辞 　　語の 色名 の 名　 　 　

典」の

牙色と

，色名

　

づけ方

比較　

　して

し違っ

も， そ

代

　表

@ 　　

一一．

　　　

表色 はか

り近い

のであ

姻尠酩

象牙黄

膕脂紅

珊瑚紅

燈皮黄

琥 珀黄

枯梗紫

海 棠紅

灰　白

銀　灰

群　青

鮮 　 紅 桃　 紅 乳　

日 繕 の 酩 象牙色

b 脂色 珊瑚色 橙皮

琥 珀 色 枯梗

海棠 色 灰白色

茨色 群 青 色 鮮紅 色

桃紅 色 乳自色 る。な

両者の「粉紅」も やや

い 。ただ し 「色名大 辞

」の 粉 紅は少 し 薄くな

ている（表6 ）。 　表

C 表7 の 色 名 は， 古

さい ように見 えるた めで

ろうか ， Jl ＄「 色名帳

の中に取り入れたも の

あ ま りない。ただ臙 脂色

珊 瑚色 ，琥珀 色，桔梗色，群 青 色 ，象牙色，橙（

）色 の7 個の 色 名しか JIS 「色名 帳」の 中 に

り入 れ ら

なかった。しかし，筆 者の調査から晃れば，表6 と表7の34個の色名の中の 表9　「色譜

と「色名大辞典」との重なる色名に対しで 　　常用の色名と思われる人数統計表（篳者によるア
　 　 ケ ー ト ） 認 明 ： こ の 表 の 色 名 は 「 色 名 大 辞 興 」の中では、ほとんど色票炉伺いていなかった，鏃色，黒邑， 乳自色 、ないL表？にある群青などの代表

は， 実 際 に は，JIS 　「 色名帳 」　 から借り た
値 で あ ろ o 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 謀 鹽 ： 群 青 の 94 人

で
も多 い ほ う で h6 ， ヒ い う の 隊 ， 且 O 規下 しbX め な い 色

p 鈩らあろ、［ ％ ％  F

％   ＝ニ R5 ［： jー n 　　 @ 　

　　　　　 @

　　　　 @　　　 @ 　　 @　　 @ 　 　 @　　 @ 　　 @N工

一Elctrolc 　 lbrry 　 erVce<TAB><TAB><TAB>

<TAB><TAB>　 D一 Q ヒ．  『<TAB><TAB>．1| 『． <TAB><TAB>色名<TAB>

数 <TAB>色 ｼ<TAB>人   色名 人数<TAB>F 名 <TAB>l数 <TAB><TAB><TAB>一一　

． <TAB><TAB>一 ｲ 　盞 H<TAB>163<TAB>D 白色 ε 49 象牙

<TAB>30<TAB>黒　 F<TAB>15P 　 縁 lz｝ <TAB>雪　 P<TAB>

窪<TAB>魚 齊ｩ<TAB>E5<TAB>u 　紅 12zV 　藍
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五分 の 四のものが ， 全部使用頻度の比較的高いもの で

あ る （表 9）。

　即ち，筆者が台湾の 1，815人に，「常用」と思われ る

色名を書か せ て，1，349個 の 常用色名 を 収集 した が
1冂1，

その中 で 人々の間で 重複して書かれた色名が更に璽要

なもの で あろ う。 っ まり重複するほど ， その色名が
一

層 重要 と な ろ う 。 筆者は こ う して そ の最も重複さ れた

146個の慣用色名 ，
つ まりL349個の色名の頻度順位の

最も上の i46個を見付け出した
1D

。 そ して銀朱 ， 藤黄 ，

琥珀黄，桔梗紫，碧青，豆」豆紅，霽青の 七 つ の 色名を

除けば ， 残る 27個の中国語と日本語との重複する色名

は ，
こ と こ とく こ の 重要な慣用色名 に 属する。そ して

表 9にある粉紅，草緑，天藍は，筆者の 全部の 調盃の

中で，ベ ス ト 3に 入 っ て い る 。

　7．結果と考察

　 195ア年に 日本の 工 業規格に制定された Jis 「標準

色名」で は ， ア ン ケ
ー

トによっ て そ の 118個の慣用色

名を検討して い る 。
つ ま り， その制定に寄与 した標準

色名に 関する 委員会 は，関西80人，東京 826人を相手

に して，これ （色名）を見 て すぐそ の 色が連想 で きる

かどうかを調査 し， 回収 した 3？7部の質問票か ら見る

と，60％の 人が連想 で き る ， 馴染み の色名が57個 であ

り，他の 61個の色名があまり馴染み の な い もの で あ っ

た と い う 。 馬川染 み の色名に は ll個 の 外来語 の 色名をも

含ん で いたが ， そのベ ス ト 3が桃色，紺色 朱色で あ

る 。 あまり馴染み の な い色名の 中には ， 42個の外来語

の色名を も 含ん で
， 「全 くわか ら ぬも の」とも 思われ

表10JIS 「標準色名亅の改訂部分比較表

　　　　　　　　呈957年糎1脚色名iから屡険（色名

　 　紺鉄　　ル
ートグ囲　　 サーモン　 才り一ブドラ1

　 　利久 　　モ矧 リーン　 　 シエナ　　 ベビー・ル ー

色 　1｛）NPI 　インデア冲 ット　 サv ？ス　 　ア
ー
ト列
一
ン

　　　　タイコ
ー
荼　　スゴッチブb一　　　　カ

ー
マ｛ン　　クインレ7 ド

　　　ミrトライト　 クリ
ー
ムソンレーキ　　サビアサギ　　ミデイ

表11 各色名セ ッ トが 「色名大辞典」と重なる色名数

色 名 セ ッ ト　 　 　 色 　 　譜 」［S色 名 帳

　　7」．
酩 の酵 謎 醐

全 色名数　　　　　625 16B 232

色鉱 麒 と聾 す硬 　 　 　 　34 15 27

慶す乙色名が各セヴトに占めゐ　　　　　　5財 9％ 里2劣

課明：1，「色名大辞典」の全色名数は9？4個である，

　 2．「色名の拐歩謁査とf究1の話し言葉にあ42色名鼓には，14：stsの横則色名とB9儘の象義色名を含

　 　 んでいる。

［二二二＝ 二＝＝＝＝：二 ：二二 ＝：：］ 59

て い る 。

　こ の 現実に対して ， 委員会は色々討議して ， 例えば，

「
一

応 50％ （の 入が馴染み の 色名）で 選択整理 して 行

っ た ら どう か」，「60％位ま で は選択して よ い と思 う」，

「ど こ で切るかが問題 で結局普及度と思 う」などの意

見が 出た と いう 。 これ は今後の JIS 「色 名帳」の改

訂の 際の宿題とな ろ う 。

　つ まり，色名の選定範囲は，統計学の根拠があれば，

色名セ ッ トが更に完璧になろう Q 表 ］0に 示した よ う に
，

】985年版 JIS 「色 名帳」 に追加 された重要 な色名 は

15個であり，それらは 5種類の 日本語色名セ ッ トの 重

複す る 41個の 色名 （表 3，表 4）の 中に も，37％を占

めた 。 そ して 1957年版 厂標準色名」か ら取除 く色名は

藤紫 ， 黒茶， 紅桜色を除けば ， 全部が如％以下の人 し

か馴染み のない色名と い う こ とになる 。

　そ して ， こ こ で全色名数の最も多い 「色名大辞典」

を基準として 比較すると ， 「色譜」のそれ との重複す

る 色名数は， 5％ しか な い が，JIS 「色 名帳」の そ

れ と重複する色名数は 9％であり，さら に 「色名の初

歩調査と研究」の それ （系統色名を含んだ数）との重

複す る 色名数は i2％ で あ っ た （表 1　D 。 それは調査 や

ア ン ケ
ー

トを徹底にすればする ほ ど ， 重複する 色名数

が多くなり，重要な色名が収集されて くる こ とを意味

するで あろう 。

　色名の 代表色 にして も同 じこ とが言える。筆者がか

つ て 中国語と英語との慣用色名を比較して から，実物

測色 した英語色名 セ ッ ト同士と，主観判断 した中国語

色名セ ッ ト同士とを比較 したが ， 前者の 色名の 代表色

の安定性が高い，つ まり色ずれが小さ い こ とを発見 し

た
4）

。 日本語 の 色名 セ ッ ト は 必 ず し も実物測色 で は な

いにしても ， 「日本色名大鑑」のような染色の上に か

な り実証的な立場を取る ものもあ り， 「色名大辞典」

の ような古書にある色を重ん じるものもある。川上の

報告
le）

によれば ， 日本の 色名検討委員会 で は ， 慣用色

名に おけ る 「代表的な色 の 三 属性による 表示」に対 し

て，「人と時と土地の ちがい でバ ラ ツ キは苜か らあ っ

て，こ れは避 けられな い」と い う議論があ っ た 。 これ

は実証的な見方で あろう 。

　また ， 外来語の色名に対 しても，例えば，ボル ド
ー

と い え ぱ， ある 定ま っ た範囲があり，外国の原典など

を参考として 決めるよ り仕方がないという提案があ っ

た 。 これは まさ に既成の 内外資料に対する丁寧な参照

で 望ま しい こ とで ある 。 上述のような実証的な立場の

た めか，表 5に 示 したよう に ， 日本語の 各色名セ ッ ト

ectronlC 　 l 　raly 　



Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

日本色彩学会誌　　VOLUME 　19　NUMBER 　2　1995

同士の 代表的な色ずれの程度がそんなに大きくはない 。

英語の 色名セ ッ ト同±のレベ ル に 近 い 。

　これに対 して，中国語の色名セ ッ ト同士は ， あまり

実証的な立場を取 っ て いな い ためか，ある い は精確さ

の 不足のためか （中国語の色名セ ッ トに は，上述の日

本の 色名検討委員会 の よ うな討論があまさ れ て い な

い），表 5にも示 したよ うに，その代表的な色 の 色 ず

れの程度が大き い ほう で ある ， そして 表 1と表 3 に あ

る平均 した色ずれ の 程度か ら計算する と，日本語の 色

名の平均した色すれの程度は，細 2．9であるが，中国

語の色名の平均した色ずれの程度は ， 約24．Bで あ り，

約日本語の色名の倍 ぐらい で ある 。

　そ こ で 中国語の色名セ ッ トの どれ
一

つ を取 っ て も，

例えば日本で出版された 「中国色名線覧」や 「中国の

伝統色1の どれ
一

つ を見ても ， 中国語の色名の特徴や

風 貌が認められな い。どれか
一

つ を選ん で 中国語 の 色

名の代表とする ， ある い は決定版にする こ とは，極め

て 危険と言わねば な る ま い 。 中国語 の 色名研究が ， 日

本の研究態度のように もっ と実証的な立場を取る こ と

が今後の課題 で あろうと考える 。
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